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め」と言うや舟を飛び降り河原に駆け出し、腹立ち紛れにカッ
パを軽々と高く抱え上げ、力まかせに地面に叩きつけたのです。
若者が「思い知ったろ」と言うと、カッパは痛そうに腰をさすり
ながら「あにさん強いのう、もう一ぺん」とせがみます。若者は
「コワッパなど相手になるか」と、立ち去ろうとします。
「あにさんずるいで、勝負を一度きりで逃げるのはひきょう
者」とカッパが言い返すと若者はまた頭に来て「ひきょう者だと
う、勘弁ならん」と真っ赤に腹を立て四つに組みました。カッ
パの腕は左右一本につながっていて、片方を伸ばすと長く伸び、
力も倍強くなるため、抱きつくや腕を若者の腰にくるくるっと、
二巻き巻き付け腰を下ろしました。若者は前のように抱え上げ
ようとしますが腰を締めつけられているため、石臼のように重
く、押しても根が生えたようにびくともしません。若い船頭が
「はて、どうしたこっちゃ」と思っている間に若者はじりじり水
辺まで押し寄せられ、腰が伸び上がった所でカッパは巻きつけ
た腕を一気に引き抜いたため、大
きな若者の身体はくるくるとコマ
が回るように周り、目をまわし、
水の中に転がりこんだのでした。
カッパは「やった」というように若
者の腕をつかみ水中深く引きずり
込んでいったのでした。

第68回　志木の伝説② 
カッパから相撲を仕掛けられた話

かつて志木の引又河岸は舟だまりでした。
船頭たちは、その日の仕事が終わると雑談や
将棋で休憩するのでした。
こういう時、一人退屈しているような船頭

がいると、水の中からカッパが現れて「あに
さん、相撲とろう」と誘うのでした。船頭た
ちは「なんじゃコワッパか」と相手にしませ
ん。それをカッパは「なんじゃ大人のくせに、
意気地のねえ弱虫じゃな」と悪態をつくので
す。まだカッパの正体を知らない船頭の若者
は「何じゃと、聞き捨てならねえ」と激怒する
のです。ここがカッパの狙い目で、しめしめ
と思いながら「それじゃとるか」とけしかける
と若者はかんかんに腹を立て「このコワッパ

選ばれ続ける志木市へ！
新緑が輝き、爽やかな風を感じる季節となりました。色

とりどりの鯉のぼりが空高く元気に泳いでいるいろは親
水公園では、子どもたちが河川敷で思い切り遊べる「いろ
はプレーパーク」が５月２日（土）・３日（日）、６月６日
（土）に開催され、和舟に乗船できる「いろはの渡し」の運
航も５月９日（土）に予定されています。気候も良いこの
季節に、ぜひいろは親水公園へ足を運んでみてください。
さて、新年度が始まってから早くも１か月が経ち、新た

な環境にも慣れてきた頃でしょうか。志木市では、令和８
年４月から市の10年計画である「第二次志木市将来ビ
ジョン」がスタート。「選ばれ続ける志木市」に向け、さま
ざまな施策を力強く推進しています。
現在、秋ケ瀬スポーツセンターについては、令和９年９

月のリニューアルオープンに向けて、建替工事が進めら
れています。新たな施設では、これまでの機能に加え、柔
道や剣道などでも利用できる多目的ホールや町内会や地
域団体の会合、市民サークルの活動にも活用できるマル
チルームを整備し、地域コミュニティの拠点ともなる「秋
ケ瀬スポーツ・コミュニティセンター」としてリニュー
アルします。また、秋ケ瀬総合運動場においては、テニス

コート跡地を活用し、ドッグランと利用者駐車場の設置
に向けた設計も実施します。
また、市民会館及び市民体育館の新複合施設の整備につ
いても、令和５年度に入札参加者の辞退により工事入札が
中止となり、市民の皆様にご心配とご迷惑をおかけしてい
たところですが、コストを抑えるための設計見直しについ
て、技術協力をいただく建設事業者として、鹿島建設株式
会社と３月末に契約を締結しました。今後、施工方法の検討
などの協議を重ね、令和９年度の工事着手を目指します。
さらに、目に見える建物の整備のみならず、見えない部
分のインフラの保全にも力を入れていきます。具体的に
は、市道の陥没などによる事故を未然に防止するため、令
和８年度から５か年にわたって道路下の空洞の有無を確
認する調査を実施します。読売新聞の自治体アンケート
では、７割超の自治体が未実施で、自治体管理の道路での
陥没事故が年間で１万件前後とも報道されていますが、
志木市は平成29年、令和４年及び令和５年にも路面下空
洞調査を実施し、見つかった空洞部分の対策工事を実施
しています。今後も、道路や下水道といった都市インフラ
の安全をしっかりと確保していきます。
新庁舎や新複合施設の建設といった大型事業の実施に
対して「市の財政状況は大丈夫なの？」といったご心配を
いただくこともありますが、国の財源の積極的な活用や、
老朽化した公共施設の再整備を見越して積み立てていた
基金の活用など、全国的に工事費が高騰する中において
も、着実に事業を進めるための知恵を絞っています。市民
の皆様一人ひとりの笑顔が輝くまち、選ばれ続ける志木市
の実現に向けて、「敢

かんいまいおう

為邁往」の精神を胸に、これからもあ
らゆる課題に対し、真正面から向き合っていきます。

以心伝心

志木市長

▲（発行：志木市教育委員会）
「志木の伝説」より
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